
心理療法を受けられた方へ研究のご協力のお願い 

病気の原因の解明、病気の予防・診断・治療の改善、生活の質の向上などのために人を対象として行われる研

究のことを臨床研究といいます。より良い医療の発展のために、多くの患者さんにご協力をいただきながら臨床

研究は行われています。  

西濃厚生病院の公認心理師は各診療科の外来、入院された患者様とその関係者（ご家族、職員、関係機関）を

対象とした下記の臨床研究を当院の倫理委員会の承認を得て実施しております。 

 

私たちの行う研究はヘルシンキ宣言（2013 年 10 月 WMA フォルタレザ総会での修正版）及び人を対象とする 

生命科学・医学系研究に関する倫理指針（2021 年 6 月 30 日施行）に従って実施されますが、過去の記録をまと

める形となるため、皆様お一人ずつから同意をいただくことはありません。利用する情報には、お名前やご住所

などの個人が特定できる情報は使用しません。また得られた情報は統計的に処理いたしますので、個人が特定さ

れることはありません。研究成果は専門学会や専門学術雑誌で発表される場合がありますが、その際も皆様個人

が特定されることはありません。 

 

これらの研究についてご賛同いただけない方の情報は、調査の対象とはいたしません。その場合も、診療上に

おいてなんら不利益を受けることはありません。この研究に関してご賛同いただけない場合やご質問等がござい 

ましたら、担当の心理師または下記のお問い合わせ先までご連絡ください。尚、研究が進み統計処理が行われた

り、既に公表されたりしている場合は情報を削除できないことがありますのでご了承ください。 

 

令和 7 年 5 月 12 日 公認心理師 岩田道子 

 

お問い合わせ先： 

住所：〒501-0532 岐阜県揖斐郡大野町下磯 293－1 

電話 :  0585-36-1100  

西濃厚生病院 医事課 岩田道子 

 

  



研究番号 2025-1（心理）  

 

 

 

 

研究番号 2025-2（心理） 

 

 

  

研究課題名
認知症のある入院患者に対する看護師の負担感の分析と負担感軽減のため

の介入方法の検討

研究機関 西濃厚生病院　医事課

研究責任者 医事課　公認心理師　岩田道子

研究の目的
認知症のある入院患者に対する看護師の負担感の分析を分析し、負担感軽

減のための介入方法を検討します。

研究の方法 Formsを用いて無記名式のアンケート

研究の対象者 病棟看護師

利用するデータ 経験年数、認知症入院患者に対するケアで負担に感じていること

個人情報の管理責任者 岩田道子

利益相反 開示すべき利益相反はありません。

研究課題名 緩和ケア病棟の立ち上げから2年間の心理職へのニーズ

研究機関 西濃厚生病院　医事課

研究責任者 医事課　公認心理師　岩田道子

研究の目的
緩和ケア病棟立ち上げから2年間の心理職への支援対象と相談内容を分析

し、ニーズを検討します。

研究の方法

・後ろ向き観察研究

・心理支援の対象者(患者、家族、スタッフ)、面接で語られた内容を分析

し、介入方法について検討します。

研究の対象者
2024年9月～2025年9月までの間に西濃厚生病院の緩和ケア病棟入院された

患者様とご家族、その患者様とご家族に携わったスタッフ

利用するデータ

患者様の一般的な情報（年齢、性別などの基本情報、病歴、家族構成）、

心理面接の中で語られた内容（個人が特定されないもの）、心理職が行っ

た介入方法

個人情報の管理責任者 医事課　公認心理師　岩田道子

利益相反 開示すべき利益相反はありません。



研究番号 2025-3（心理） 

 

 

 

 

研究番号 2025-4（心理） 

 

  

研究課題名 泌尿器科領域、排泄ケアにおける心理職の役割の検討

研究機関 西濃厚生病院　医事課

研究責任者 西濃厚生病院　公認心理師　岩田道子

研究の目的
排泄ケアや泌尿器科領域において心理師へのニーズを調査し、今後心理師

が排泄ケアの領域でどのような役割を求められるのかを検討します。

研究の方法 Formsを用いて無記名式のアンケートを実施、分析します。

研究の対象者
排泄ケア研究会、老年泌尿器学会等の参加者（泌尿器科領域で業務をされ

ている方、医療・介護で排泄ケアをしている方）

利用するデータ
対象者に関する一般的な情報（職種、経験年数、施設規模、施設形態）、

心理職に対して排泄ケア領域で求めること

個人情報の管理責任者 西濃厚生病院　公認心理師　岩田道子

利益相反 開示すべき利益相反はありません。

研究課題名 高齢者の排泄問題に心理職が関与した症例検討

研究機関 西濃厚生病院　医事課

研究責任者 西濃厚生病院　公認心理師　岩田道子

研究の目的

排泄の悩みを持つ入院中の高齢者に排泄機能指導士を取得した心理職が介

入し状況が改善した症例を報告し、心理職が排泄ケア領域でどのような

ニーズがあるのかを検討する

研究の方法

・後ろ向き観察研究

・排泄に悩みを抱える高齢の入院患者様に対して心理職が介入した方法、

介入後の変化について電子カルテを参照し、介入効果を分析する。

研究の対象者 2024年7月～2024年11月に当院に入院され、心理職が介入した患者様

利用するデータ

患者様の一般的な情報（年齢、性別などの基本情報、病歴、生活歴、経過

情報）、心理面接の中で語られた内容（個人が特定されないもの）、心理

職が行った介入方法

個人情報の管理責任者 西濃厚生病院　公認心理師　岩田道子

利益相反 開示すべき利益相反はありません。



研究番号 2025-5（心理） 

 

 

 

 

研究番号 2025-6（心理） 

 

  

研究課題名 緩和ケア病棟入院中の認知症患者に対するキワニスドール活用の効果

研究機関 西濃厚生病院　医事課

研究責任者 西濃厚生病院　公認心理師　藤本明歩

研究の目的

・後ろ向き観察研究

・キワニスドールを緩和ケア病棟の認知症患者に活用した際に他のドール

セラピーと同様の効果が得られるのか電子カルテを参照し、分析する。

研究の方法
キワニスドールを作成した日を基に前後1週間のカルテ記事の内容を比較す

る。

研究の対象者
2024年9月～2025年9月までの間に西濃厚生病院の緩和ケア病棟入院された

患者様

利用するデータ

患者様の一般的な情報（年齢、性別などの基本情報、病歴、生活歴、経過

情報）、作成したキワニスドールの題材、キワニスドールを使用した際の

反応と効果

個人情報の管理責任者 西濃厚生病院　公認心理師　藤本明歩

利益相反 キワニスドール、キワニスクラブ

研究課題名 緩和ケア病棟入院患者に対する臨床動作法の効果

研究機関 西濃厚生病院　医事課

研究責任者 西濃厚生病院　公認心理師　岩田道子　藤本明歩

研究の目的

研究の方法

・後ろ向き観察研究

・緩和ケア病棟に入院中の患者に対して臨床動作法を実施した際に得られ

る効果についてカルテを参照し、分析する。

・がん患者への臨床動作法適用に関し考慮すべき点を検討する

研究の対象者
2023年4月以降の揖斐厚生病院及び西濃厚生病院にて心理師が介入したが

ん患者様

利用するデータ

患者様の一般的な情報（年齢、性別などの基本情報、病歴、生活歴、経過

情報）、実施した臨床動作法の内容、臨床動作法を実施した際の反応と効

果

個人情報の管理責任者 西濃厚生病院　公認心理師　岩田道子　藤本明歩

利益相反 開示すべき利益相反はありません



研究番号 2025－7（心理） 

 

 

 

 

研究番号 2025－8（心理） 

 

  

研究課題名 緩和ケア病棟のスタッフのストレスと疲労に関する研究

研究機関 西濃厚生病院　医事課

研究責任者 西濃厚生病院　公認心理師　岩田道子

研究の目的
緩和ケアスタッフの心身の健康を保つためにどのようなことが必要か検討し

ます。

研究の方法 Formsを用いて無記名式のアンケートを実施、分析します。

研究の対象者 緩和ケア病棟所属の職員

利用するデータ
対象者に関する一般的な情報（職種、経験年数）、緩和ケア病棟の業務にお

けるストレス、ストレスの発散方法、身体への負荷

個人情報の管理責任者 西濃厚生病院　公認心理師　岩田道子

利益相反 開示すべき利益相反はありません。

研究課題名 小児科発達相談外来における心理臨床の立ち上げと活動報告

研究機関 西濃厚生病院　医事課

研究責任者 医事課　公認心理師　野原良美

研究の目的 小児科における心理業務立ち上げの課程とニーズを分析します。

研究の方法

・後ろ向き観察研究

・心理職の運用の構築、依頼内容を分析し、小児科における心理業務立ち

上げに必要なこと、ニーズについて検討します。

研究の対象者
2024年8月～2025年7月までの間に西濃厚生病院の小児科発達相談外来を受

診された患者様とご家族

利用するデータ
患者様の一般的な情報（年齢、性別などの基本情報、病歴）、依頼された

心理検査の種類、立ち上げに関わった職種

個人情報の管理責任者 医事課　公認心理師　野原良美

利益相反 開示すべき利益相反はありません。



研究番号 2025－9（心理） 

 

研究課題名 がん患者、緩和ケア対象者に対する各種心理療法の効果と適用の検討

研究機関 西濃厚生病院　医事課

研究責任者 西濃厚生病院　公認心理師　岩田道子

研究の目的

心理師はがん患者や家族に対し､がんと診断されたときから始まる緩和ケア

の一環として臨床動作法､園芸療法、化粧療法、遊戯療法など各種の心理療

法を実施しており、それぞれの効果と適用について比較検討する。

研究の方法 事例検討，アンケートによる効果測定

研究の対象者 当院に通院または入院中のがん患者、家族、診療に関わる職員

利用するデータ
対象者に関する一般的な情報（性別、年齢、家族歴、社会歴、趣味、がん

種、治療、進行状況）、心理療法による変化、感想等

個人情報の管理責任者 西濃厚生病院　公認心理師　岩田道子

利益相反 開示すべき利益相反はありません。


